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   感染症対策が始まって

3回目の春を迎え、新年

度が始まりました。今年度

もよろしくお願いします。今

号の写真には、「建設中

の橋同様、今は未熟な私

も完成の暁には皆様の往

来（交流）を手助けしたい」

との思いを込めました。   
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HPでも御覧になれます。  
https://www.pref.yamanashi.jp/
kyoiku-mk/index.html 

最
近
受
講
し
た
複
数
の
研
修
の
中

で
、
「V

U
C

A

」
（
ヴ
ー
カ
）
と
い

う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。「S

D
G

s

」
「S

o
c
ie

ty5
.0

」
「D

X

」「G
IG

A

ス
ク
ー
ル
構
想
」
等
々
、
カ
タ
カ

ナ
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
利
用
し

た
略
語
が
あ
ふ
れ
る
現
代
、
読
む
の

に
も
、
覚
え
る
の
に
も
苦
労
し
、
そ

れ
を
理
解
し
て
使
い
こ
な
す
と
な
る

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勉
強
が
必
要
に

な
る
世
の
中
で
す
。「
ま
た
難
し
い

言
葉
が
出
て
き
た
な
」
と
思
い
な
が

ら
講
師
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、V

o
la

tility

（
変
化
し
や
す
さ
）、U

n
c

e
rta

in
ty

（
不
確
か
さ
）
、C

o
m

p
le

x
ity

（
複
雑
さ
）
、A

m
b
ig

u
ity

（
曖

昧
さ
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と

っ
て
「V

U
C

A

」
と
呼
ぶ
の
だ
そ

う
で
す
。
現
代
は
「
変
化
し
や
す
く

不
確
実
で
、
複
雑
で
曖
昧
」
な
時
代 

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
逆
を
考
え
て
み
れ
ば
、
「
穏
や
か

で
確
実
、
シ
ン
プ
ル
で
明
確
」
と
言

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち

ら
が
生
き
や
す
い
世
の
中
か･

･
･

。

私
に
と
っ
て
は
後
者
に
な
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

 

教
育
事
務
所
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
連
携
を
基
に
、
時
代
の

要
請
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
が
充
実
し
て
い
く

た
め
に
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
を

役
割
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

保
幼
・
小
・
中
・
高
と
続
く
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
行
学

習
指
導
要
領
の
下
で
「
生
き
る
力
」

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
要
領
は
「
複
雑
で
予
測
困
難
な

時
代
」
の
到
来
を
想
定
し
て
作
成
さ 

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
捉
え
は
ま
さ

に
先
ほ
ど
の
「V

U
C

A

」
と
同
じ
で

す
。
言
い
換
え
る
と
す
れ
ば
「
生
き

づ
ら
い
世
の
中
を
た
く
ま
し
く
し
な

や
か
に
生
き
抜
く
た
め
の
力
を
育

む
」
と
い
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
目

指
す
と
こ
ろ
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
か
。 

「
予
測
困
難
な
時
代
「V

U

C
A

な
時
代
」
を
生
き
抜
く
た
め

に
、
私
は
「
想
像
力
」
と
「
吟
味
す

る
力
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
や
、
厳
し

い
世
界
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
「
こ

ん
な
言
動
を
と
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
る
か
」
「
正
し
い
情
報
は

何
な
の
か
、
ど
れ
な
の
か
」
と
考
え

を
巡
ら
せ
、
判
断
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
想
像
力
」
「
吟
味

す
る
力
」
を
基
に
、
周
囲

と
協
働
し
、
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
子
ど
も
た
ち
や
社

会
を
育
む
た
め
に
、
手
を

携
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
度
、
峡
南
教
育
事

務
所
は
、
昨
年
度
末
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
所
長
、

村松章史所長（BIG BOSS) 

   教育事務所 所長室にて 

次
長
、
学
校
教
育
ス
タ
ッ
フ
２
名
、
地

域
教
育
ス
タ
ッ
フ
２
名
の
計
６
名
が
新

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
教
育
と
地
域
教
育
支
援
の
各
ス
タ
ッ

フ
を
統
合
し
「
教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ
」

と
改
編
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
ス
タ

ッ
フ
減
と
今
年
度
の
組
織
改
編
、
教
育

事
務
所
も
「V

U
C

A

」
の
波
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
峡
南
地
区
の
各
町

当
局
、
教
育
委
員
会
、
保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
、
小
中
高
等
学
校
、
育
成
団
体

や
各
機
関
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、「V

U

C
A

な
時
代
」
で
の
役
割
の
遂
行
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
四
年
度 

峡
南
教
育
事
務
所
長 

村
松
章
史 

あ
い
さ
つ 

タイトル通り、皆さまの 

「かけはし」となる 

よう頑張ります！ 

TEL:0556-22-8154
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
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こ
と
ぶ
き
勧
学
院
便
り 

 
 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト 

令
和
四
年
度
入
学
式 

四
月
一
五
日
（
金
）
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民

文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
で

し
た
令
和
四
年
度
「
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」
入
学
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
各
教
室
担
当
者
か

ら
の
熱
い
思
い
に
よ
り
、
各
教
室
ご
と

で
開
講
式
が
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。  

峡
南
教
室
開
講
式 

 

四
月
二
二
日
（
金
）
一
年
生
、
四
月

二
六
日
（
火
）
二
年
生
の
開
講
式
を
、

そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
か
ら
南
巨
摩
合
同

庁
舎
三
階
大
会
議
室
で
実
施
し
ま
し

た
。
駐
車
場
で
久
し
ぶ
り
に
会
う
学
友

と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
、
休
憩
時
間
に
語

ら
う
姿
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
限

が
あ
っ
て
も
、
人
と
人
と
が
、
つ
な
が

る
こ
と
の
大
切
さ
、
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
花
・
各
種
掲
示
物
が
飾

ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
祝 

入
学
」

「
祝 

進
級
」
と
印
刷
さ
れ
た
封
筒
が

生
徒
ご
と
に
置
か
れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
門
出
を
祝
う
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。 

一
年
生 

入
学
許
可
・
開
講
式 

 

新
入
生
二
五
名
を
迎
え
、
は
じ
め
に
渡

辺
先
生
が
一
人
一
人
呼
名
を
し
て
、
大
芝

次
長
が
入
学
許
可
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
大
芝
次
長
は
（
村
松
所
長
出
張
の
た
め

代
読
）
「
本
学
院
で
の
活
動
が
み
な
さ
ま

の
楽
し
み
と
な
り
、
学
び
の
広
が
り
と
同

時
に
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
豊
か

に
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
新
入
生
代
表
の
海
野
秀
子
さ
ん

が
「
健
康
に
気

を
配
り
、
明
る

く
、
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
様
々

な
分
野
で
の
教

養
を
高
め
、
明

日
へ
の
生
き
が

い
作
り
に
つ
な

が
る
よ
う
に
取

り
組
む
。
学
ん

だ
こ
と
を
地
域

社
会
に
生
か
し

な
が
ら
微
力
な

が
ら
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
開
講
式
終
了
後
、
学
級
会
が

行
わ
れ
、
学
級
委
員
長
に
馬
場
喜
美
男
さ

ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

二
年
生
開
講
式 

 

二
六
名
が
二
年

生
に
進
級
し
ま
し

た
。
始
め
に
、
峡

南
教
育
事
務
所
村

松
章
史
所
長
が
、

「
こ
の
一
年
が
ど

う
か
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
期
待
を
申
し

上
げ
ま
す
。
」
と

励
ま
し
の
言
葉
を

述
べ
、
二
年
生
代

表
の
佐
野
保
仁
さ

ん
が
「
い
つ
も
学

ぶ
姿
勢
を
忘
れ

ず
、
人
間
と
し
て

少
し
ず
つ
で
も
成

長
を
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
今
年
も
ま
た
皆
で
和
気
あ 

い
あ
い
と
学
習
し
変
化
の
激
し
い
社
会
を
心

豊
か
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
決
意
を
述
べ
、
最
後
に
子
ど
も
た
ち
が
考

え
た
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
標
語
を
三
つ
紹
介
し

ま
し
た
。 

 

○
「
気
を
抜
か
な
い 

コ
ロ
ナ
対
応 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
期
戦
」 

 

○
「
コ
ロ
ナ
で
も 
心
は
負
け
な
い 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
人
じ
ゃ
な
い
」 

 

○
「
い
つ
の
日
か 

マ
ス
ク
を
と
っ
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
笑
い
」 

 

 
 

 
 

令
和
四
年
度 

 

新
採
用
教
職
員
辞
令
交
付
式 

 

四
月
一
日
（
金
）
に
南
巨
摩
合
同
庁
舎

三
階
大
会
議
室
で
、
小
・
中
学
校
新
採
用

者
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
採
用
教
職
員
一
五
名
を
代
表
し
て
、

下
山
小
学
校
の
佐
野
歩
夢
先
生
が
県
教
育

長
代
理
の
村
松
所
長
よ
り
辞
令
を
交
付
さ

れ
、
増
穂
中
学
校
の
阿
部
桃
子
先
生
が
緊

張
と
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
、
服
務
の
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
五
名
が
峡
南
地
域
の
新
し
い
力

と
し
て
、
若
さ
と
情
熱
を
持
っ
て
地
域
の

未
来
を
担

う
子
ど
も

た
ち
の
教

育
に
当
た

る
こ
と
に

な
り
ま

す
。
皆
さ

ん
よ
ろ
し

く
お
願
い

い
た
し
ま

す
。 

令
和
四
年
度
峡
南
教
室
担
当
紹
介 

 

今
年
度
か
ら
、
渡
辺
勝
先
生
が
担
当
を
し

ま
す
。
渡
辺
先
生
は
以
前
峡
南
教
育
事
務
所

の
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

２年生 

１年生 

渡辺勝先生 

 

引
き
続
き
説
明
会
、
学
級
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
級
会
で
は
、
各
係
決
め
、

「
勧
学
院
祭
」
の
出
し
物
決
め
、
ス
ラ
イ

ド
視
聴
後
「
課
題
別
研
究
」
に
向
け
て
の

テ
ー
マ
決
め
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

し
た
。
活
発
な
話
し
合
い
、
意
見
交
換
で

活
気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

学
級
長
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
代
表

挨
拶
を
行
っ
た
佐
野
保
仁
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。 
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 ７月５日（火） 14:30～ 身延町総合文化会館 

（ホール） 

 ○講演 「あなたの近くにもいるヤングケアラー」 

～連携して支援するには～（仮題）  

峡南教育事務所SSW 渡辺 実子 氏 

 

８月２４日（水） 14:30～ 身延町総合文化会館 

                  （会議室） 

○講演 「家で，地域で，学校でできるSDGｓ」 

                    （仮題） 

2030 SDGs 公認ファシリテーター 

SDGs  KAIチームリーダー  田中 実 氏 

 

１１月１８日（金） 14:00～ 身延町総合文化会館 

                  （ホール） 

○講演 「ゲーム依存症の現状と対応」（仮題） 

久里浜医療センター院長 樋口 進 氏 

※今年度は、異校種連携セミナーと子育て学習会を統

合して行います。昨年度中止となった内容です 

＊学びあいの場を計画しています 

  

皆さんふるって 

ご参加ください。 

待ってます。 

  令和４年度 峡南地域教育推進連絡協議会・峡南教育事務所 共催  

    講演会のお知らせ 
       ＊感染症の状況により中止の可能性があります。 

文部科学省、山梨県教育委員会等の研究指定を受けて教育活動に取り組んでいる管内の

小・中・高等学校の事業を紹介します 。 

   

  
事  業  名 期 間 推 進 校 

 
 

継
続
事
業 

連携型中高一貫教育実施事業 
（身延南部地域中高連携推進検討委員会） 

H31～ 

  

身延中学校 

南部中学校 

身延高校 

英語教育改善プラン推進事業〈国〉 Ｒ３～４ 睦合小学校 

地域部活動推進事業（文化部）〈国〉 Ｒ3～４ 市川中学校 

 
 

新
規
事
業 

教科担任制推進事業〈県〉 R４～５ 

市川中学校 

市川小学校 

市川東小学校 

初任者研修授業研修会実習校〈県〉 R４ 
下山小学校 

鰍沢中学校 

道徳教育研究推進校事業<国> R４～６ 富沢小学校 



 

 

峡南教育事務所・峡南地域教育情報誌                                              第１７9号 ２０２２年４・５月   4  

☆ 昨年度から「峡南地区『地域教育推進活動』に係る関係各機関の施策・事業年間計画一覧」は、 

  「地域教育推進活動事業一覧」と名称を変えて、 

   峡南教育事務のホームページ（httpｓ://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html）に掲載して

います。ご協力いただいた事業所の方々、ありがとうございました。なお、各行事は新型コロナウイ

ルス感染症の状況により延期・中止の場合もありますので、事前にご確認ください。 

 

☆  情報提供のお願い 

  地域教育情報誌「かけはし」は社会教育と地域教育の充実と発展に貢献することが目的です。地域で      

の交流行事や、社会教育・生涯学習に関する取組や行事をご紹介ください。今年度もぜひご愛読をお

願いします。      TEL ０５５６－２２－８１５４     FAX  ０５５６－２２ー８１４４  
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人
で
す
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 本年度は6人の新しいメンバーを迎えました。「総務・教育支援（地域教育担当・学校

教育担当）」のスタッフで峡南地域の教育を支援します。どうぞよろしくお願いしま
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学
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で
の
指
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・
助
言
、
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職

員
の
研
修
・
研
究
会
や
教
育
相
談
に

関
す
る
こ
と
、
教
科
書
採
択
事
務
の

指
導
・
助
言
、
学
校
保
健
・
給
食
・

安
全
指
導
な
ど
、
学
校
教
育
に
関
わ

る
多
く
の
こ
と
を
担
当
し
て
い
ま

す
。 
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学
校
や
町
教
育
委
員
会
と
連
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し

て
、
地
域
教
育
・
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
の
支
援
を
し
た
り
、
「
か

け
は
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」
の
発
行
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
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よ
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、
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問
指

導
を
行
い
ま
す
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学
校
訪
問
、
児
童

生
徒
・
保
護
者
・

教
職
員
の
支
援
・

相
談
・
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま

す
。 

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html

